
研修(講座)名

期日 時間

会場 参加者数

ねらい

【講義】

   【事例発表】

【演習】

・社会教育の基礎的な考え方や県の社会教育で大切にしたいことについて理解する。
・講義・事例発表・演習を通じて、社会教育の役割や事業を具体的に学び、社会教育を主
体的に推進しようとする意識を高める。

しまねの社会教育基礎講座（松江会場）

令和３年７月１3日（火） 10:00～15:15

松江合同庁舎 601会議室 26名

研修の様子

参加者の感想

■社会教育の基礎を学ぶだけではなく、実例発表の機会があったことで、学んだことを具
体的な事例としてイメージすること、又、今後実行していく事業の３つのアイデアをイメージ
することができた。ただの“講義”ではなく、実践イメージを持たせる、実践的な学びの場で
あった点が大変有意義だった。
■つながりの大切さを再確認できた。何事にも楽しむ、全力で取り組めばいろんな人と関
われることが分かった。スピード感が必要な時はいつでもアクセルがふめているように準
備(いろんなアイデア)をしていきたいと思った。
■山根さんの実践はすばらしいと思った。公民館が地域にとってなくてはならない存在に
なっていると思う。学校、行政もうまく取り込み、つながり、連携できている。山根さんの思
い、人柄によるところも大きく、マネできるところを一つでも多く取り入れていきたい。
■今までよく分からなかった「社会教育」だったが、今回の講座を経て明確に理解すること
ができた。最後の演習では、自分の思っていた以上に問題点が挙がり驚いた。今回挙
がった問題点、改善点を業務で活かせたらなと思う。
■社会教育のためにできることが多いことが改めてよく分かった。一人でこなせるもので
はないことも、他の人の手を借りることができるのが社会教育だと思うので、人とのつなが
りを大切にしながら活動していきたいと思う。

研修プログラム

「社会教育の役割と県社会教育で大切にしたいこと」
　　　　　松江教育事務所社会教育スタッフ　企画幹 　   池田　哲也

「寺子屋とかみ」
　　　　　　　　　　　　　　　　十神交流センター　 主事　　   山根　久美子さん

「自分にできることを考えよう！」

【 講 義 】 【事例発表】

【 演 習 】 【 演 習 】


